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8 月3 日（木）

定員

��20名

高齢・障害・求職者雇用支援機構共催　独立行政法人
運営受託/お問い合わせ先　

就労支援機器を活用した

2023年 9 月 8 日（金）

対象：企業担当者、関係支援機関等の方対象：企業担当者、関係支援機関等の方

各各

主催　

拡大読書器

補聴援助システム

就労支援機器一例

下記URLまたはQRコードのフォームに必要事
項を記入のうえ、申込みください。
https://forms.office.com/r/kzrUgK01ni

オリヒメパイロットによる実演と体験

企業実例紹介

 

※第1部と第2部どちらも同じ内容のため、ご都合のよい方にお申し込みください。

第1回締切　7/21（金）
第2回締切　8/25（金）

「OriHime」は㈱オリィ研究所の登録商標です。

定員に達し次第、受付を終了します。
応募多数の場合は、1団体2名�とさせていただく場
合があります。
お預かりした個人情報は、当セミナーの問い合わせ
以外には使用いたしません。
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就労支援機器アドバイザーによる

県内企業による

定員

��50名

後援　静岡労働局・ハローワーク



機器種類 機器名等 障害種別

拡大読書器

・一体型高画質3方向カメラ拡大読書器
・据え置き型拡大読書器
・ポータブル、軽量タイプの据置型拡大読書器
・携帯型拡大読書器

視覚障害音声デバイス ・オーカムマイアイ（視覚障害用の音声デバイス）
レーザー視覚支援機器 ・QDレーザー

音声読み上げソフト ・PC-Talker Neo Plus
・JAWS

点字ディスプレイ ・プレイルメモスマートAir32

対話支援機器 ・コミューン
・タブレットUDトーク 聴覚障害

（ワイヤレス）補聴援助システム ・ロジャーセレクト＆ネックループ
マウス機能
代替補助具

・トラックボールプラス
・ジョイスティックプラス

身体障害
（上肢・肢体障害）

イヤーマフ ・イヤーマフ3M(周囲の雑音から保護）

知的・精神
(発達)障害

ヘッドホン ・ノイズキャンセリングヘッドホン
パーテーション ・卓上型折りたたみ式パーテーション

タイマー ・タイムタイマー（残り時間を視覚的にわかりやすくするタイマー）

独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構では、障害者を雇用しているまたは雇用しようとしている事業主を様々
な方面から支援（就労支援機器の貸出等）しています。なかでも就労支援機器アドバイザーは、無料で就労支援機器の
活用に関する相談対応を行っています。
今回は、就労支援機器アドバイザーからのお役立ち情報に加え、参加された皆様に就労支援機器を体験していただきま
す。

株式会社オリィ研究所 事業開発部マネージャー　�垣内　文也 氏
OriHimeはインターネット経由で操作可能な『分身ロボット』です。
身振り手振りやアイコンタクトを交えたコミュニケーション方法のまま、そこに人がいるかのような存在感で動くこと
が可能です。遠隔会議システムやチャットツールでは難しい、立ち話をするようなコミュニケーションができるので、
たとえテレワークなどで離れた場所にいてもいつも通りのコミュニケーションを実現します。
病気や障がいなどの身体的な理由、家族の介護などの社会的な理由によって行きたいところに行けない人のもう一つの
身体となる分身ロボットです。

有限会社まるみ　取締役社長　三鴨　岐子　氏
有限会社まるみは名刺デザイン・製作、チラシ・パンフレット・冊子等各種印刷、ホームページ作成や電子書籍データ
等作成など情報処理サービスを行っています。
引きこもり経験のある就労未経験者や、精神疾患のある方を積極的に雇用しており、東京都のソーシャルファーム条例
による初の認定事業所として登録されました。
同社ではWeb日報システムSPIS※を導入し、各個人の体調の変化を数値化することで、体調管理をしながらサポートを
行っています。
※Web日報システムSPISとは就労定着支援システムで、精神・発達障害がある方やメンタル不調の方に向けて、職場で
の気分や体調、仕事や他の人との関わりを毎日簡単にチェックする日報システムです。

体験予定機器一覧

当日変更になる場合があります。

就労支援機器アドバイザー　正田　勇一　氏

　第1回　就労支援機器を活用した企業実例紹介　Web日報システムSPIS　

第2回　就労支援機器の体験・説明

第2回　就労支援機器を活用した企業実例紹介(仮)　

　第1回　就労支援機器　紹介・実演　分身ロボットOriHime

講師

就労支援機器を活用し就労している方と、雇用している企業に実例をご紹介いただきます。
未定

講師

講師

講師


